
川と海からごみをなくすために

深刻な海洋と河川のごみ： 世界の海岸はごみ問題に悩まされて

おり、日本国内も例外ではない。有名な観光地でも、行くのが不

便で観光に適さない海岸には、多くの海ごみが放置されているこ

とが多い（磯辺ら，2012）。写真に示すように、山形県鶴岡市の

海岸ではプラスチック製容器のごみが目立っている。このような

海ごみは、決して他国から漂流して来るものだけではなく、国内

で発生したものが殆どであり（藤枝，2009)、瀬戸内海では、海岸

漂着ごみの66%は、陸域起源であると言われている（図）。 
 

全国川ごみネットワーク： 荒川クリーンエイド・フォーラム

は、20年以上荒川でごみを拾い続けているが、川ごみは流域の各

所から用排水路を通じて次々と流入し、まだまだなくならない。

海洋や河川のごみ問題は、もはや拾うだけでは解決できないと考

え、2013年に荒川クリーンエイド・フォーラムが、河川でごみ削

減に取り組んでいる団体に呼びかけ、川ごみ対策に向けてのゆる

やかな連携・情報交換を開始した。その中で、2015年には「全国

川ごみネットワーク」を設立した。2016年からは、全国水辺のご

み調査「水辺のごみ見っけ！」を主催し、多くの市民が身近な水

辺のごみに目を向け、川の環境保全への関心を高める活動を呼び

かけている。 
 
川ごみサミット： 全国川ごみネットワークでは、2015年の第1回
川ごみサミット以来、関係者が集まって議論することにより、こ

の問題の解決方法を模索して来た。2017年3月4日（土）には、京

都府亀岡市の京都学園大学で第3回川ごみサミットを開催した。サ

ミットには、当ネットワークと日頃から連携して積極的な活動を

されている団体の方々から活動内容をご紹介頂いた。 
 
海ごみ・川ごみ問題の解決に向けて： 河川と海洋のプラスチッ

クごみに関する講演会、シンポジウムは最近増えて来た。しか

し、まだまだ、関心がある方、同じような顔ぶれのマニアが集

まっているということも否定できない。これからは、一般の市

民、特に未来を担う子供達に、川と海のごみの実態と、その元に

なっているプラスチックの安易な使い捨ての構造についての実態

を知らせることを通じて、自分達の美しい自然を守って行きたい

と考える人々を増やして行きたいと考えている。 
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図 瀬戸内海のごみ収支（藤枝ら，2010） 
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